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一般市民が考える社会的必需品：2023 年「大人の必需品に関する調査」から 

阿部 彩（東京都立大学） 

1 社会的必需品の歴史 
 貧困の定義を考える際に、「何が生きるために必要か」という問いは避けることができな
い。しかし、その問いに対する簡単な答えはない。日本においては、「健康で文化的な最低
限の生活」がすべての国民に憲法にて保障されているが、それを具現化する生活保護制度に
おける生活保護基準についても５年ごとの改訂が行われており、その度に議論が重ねられ
ている。 
 貧困研究の歴史においては、Peter Townsend(1928-2009)による相対的剥奪指標の開発
[Townsend,1979]、また、その剥奪指標の選定方法として生み出された社会的必需品
（Socially perceived necessities）[Mack & Lansley, 1985]を用いて貧困の測定をする手法 （社
会的合意アプローチ（Consensual approach）とも呼ばれる）が、イギリスを発端に、欧州
連合（ＥＵ）などの国際機関に普及し、現在においては、アジア諸国やアフリカ諸国などに
も広がっている[Saunders et al., 2014; Chen et al., 2019; 阿部、2006; Barnes and Wright, 

2012;Nandy and Pomati, 2015, Saunders et al., 2018]。剥奪指標とは、生活に必要な物品やサー
ビスをリストアップし、その欠如を測ることによる貧困の測定方法である。社会的必需品と
は、その物品やサービスのリストの選定にあたり、一般市民が「何が必要か」を考える調査
を行い、その決断を一般市民に委ねる手法である。Mack & Lansley (1985)が、最初にイギ
リスの Breadline Britain 調査にて開発し、一般市民を対象とする事前調査にて物品のリス
トを提示し、それら一つ一つについて、一般市民の 50%以上が「必要である」と回答した
場合に、その項目を「社会的必需品」と見なしている。EU は、この手法に準拠した形で 2007
年にユーロバロメター調査（Eurobarometer Survey）を行い、のちに EU の公式な貧困の定
義となる物質的剥奪指標の開発に繋げた[Guio et al. 2012]。

日本においても、阿部（2004）にて必需品調査が行われているものの、調査時点から既に
20 年が経過している。社会的必需品は、比較的に時系列の変化が少ないことが、子どもの
剥奪指標では報告されているが[Abe, 2024]、この間の人々の生活様式の変化や、貧困の認
識の高まりなどを考慮すると、今一度、一般市民に対する必需品調査を用いた社会的必需品
の検討が必要である。そこで、本稿では、筆者が 2023 年 2 月に行った調査を用いて、現時
点における社会的必需品のリストの構築を試みる。なお、阿部（2004）で用いた調査結果や、
会議における社会的必需品との比較などが望まれるが、それらは今後の分析といたしたい。 

2 調査概要 
2.1 調査手法 

本稿にて用いるデータは、筆者が 2023 年 2 月に行った「大人の必需品に関する調査」で
ある。本調査は、調査会社に登録する 20 歳以上のモニターに対して行ったインターネット
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調査であり、年齢階層（10 歳ごと）および性別による人口分布に合わせて割付された回収
数にて総数 2000 となるまで行われた。 

2.2 倫理的配慮 
データには個人情報は含まれず、個人の特定は不可能である。なお、本調査は、東京都立大
学 2022 年度研究倫理委員会にて審査され承認されている（承認番号 H4-178）。 

2.3 調査内容 
本調査では、68 の項目について、以下の設問にて、それぞれ回答を求めた。項目のリス

トは、先行研究、ＥＵ（欧州連合）にて用いられている剥奪指標の構成項目などから選んだ
ものである。設問の文面は、イギリスの 2012 年 PSE 調査に倣って作成された。

「現在の日本の社会において、ある家庭が、普通に生活するためには、最小限どのようなものが必要だと
思いますか。」 

（１） 電子レンジ  （２）冷房・暖房（ルームエアコン） ・・・・（全 68項目）

回答の選択肢は、（A）必要である、（B）あったほうがよいが、なくてもよい、（C）必要で
はない、の３つである。選択肢のうち（A）を選択した場合、回答者がその項目を「必需品」
と見なしたと解釈する。また、回答者のうち（A）を回答した割合をその項目の「支持率」
と表する。なお、PSE 調査においては、50%の過半数の判別のために、人口分布に基づいた
性別・年齢層によるウェイト付き集計を行っているが本調査においては回答者が既に人口分
布に割付されているためウェイト集計は行わない。 
 本調査では、上記の設問のほかに、子どもの有無、20 歳未満の子どもの有無、末子年齢、
同居家族の続き柄、自身の年収、配偶者の年収、主観的暮らし向きを聞いている。また、モ
ニターの属性として、年齢、性別、都道府県、未既婚、職種、世帯タイプ、世帯年収、住居
形態、運転免の有無、自家用車の有無についての情報を用いることができる。

分析にあたっては、ストレートライン（連続同一）回答をした回答者（n=77）を除いた
1,923 サンプルを用いた。 

3 結果 
3.1 支持率 

 まず、それぞれの項目の回答の割合を見る。表１は、支持率（＝（A）と答えた割合）の
高い順に 68 項目を並べたものである。最も支持率が高かったのは、「冷蔵庫／冷凍庫」であ
り、91.8%の回答者が「必要である」と回答している。次に支持率が高かったのは 「洗濯機」
（89.3%）、第３位は「必要な時に医者にかかれること」（87.7%）であった。逆に、最も支
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持率が低かったのは、「オートバイまたはスクーター」であった（7.5%）。全 68 項目のうち、
50%を超える支持率を得たものは 41 項目であった。 
 
＜表１＞ 
 
 項目を、それぞれの果たす生活上の機能別に分けて集計したものが表２である。数値は、
支持率を示している。50%以上の支持を得ている項目については、太字にしている。機能は、
以下のように整理した。 
 
 機能 
情報とコミュニケー
ション 

情報を得たり、他者とのコミュニケーションをとることができる 

身だしなみ 寒暖から身を守り、かつ社会において恥ずかしくない身だしなみを整える 
栄養 健康を保つための栄養を摂ることができる 
住宅 快適な住居で過ごすことができる 
移動 自由に移動することができる 
保障 病気や高齢・失業などの緊急時に備える 
社会的活動 他者と交流したり、つながる 
教養娯楽 自分の趣味や楽しみを持つことができる 

 
機能別に必需品の支持率を見ると、まず、＜情報とコミュニケーション＞については、「イ
ンターネット接続」（79.7%）が最も高く、「テレビ」（66.2%）を上回った。「テレビ」は「イ
ンターネット」より劣勢になっているものの、依然として過半数の市民から必需品と考えら
れている。また、「家族の大人に１人１台の携帯電話」（66.1%）は、「自宅の電話（固定電
話・携帯電話）」（48.1%）を大きく上回り、電話というコミュニケーション・ツールが「家
族単位」のものから「個人単位」のものに変容していることがわかる。コンピューター（パ
ソコン）（55.4%）は、約半数の市民から必需品と捉えられている。 
 ＜身だしなみ＞については、「洗濯機」（89.3%）という衣服を清潔に保つための家電は約
９割が必需品としており、そのほか、「冬用のコート」（75.4%）、 「自宅用の普段着」（74.6%）、
「新しい下着（1 年に 1 回以上）」（62.8%）は過半数の支持率を得ている。しかし、「就職・
仕事用のスーツ」（44.6%）や、「晴れ着・礼服」（41.6%）などの普段着ではない衣服につい
ては、支持率が 50%を切っている。 
 ＜栄養＞については、「果物（１日１回以上）」を除くほかの項目は 7 割から９割の支持率
を得ており、「果物」はぜいたく品と捉えられているものの、「肉・魚・豆腐などのたんぱく
質」（81.0%）や「野菜」（81.6%）は毎日の摂取が必要と考えている人が８割以上となって
いる。また、「冷蔵庫」（91.8%）や「炊飯器」（75.9%）といった調理や食品の保存に必要な
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家電も必需品と捉えられている。 
 ＜住宅＞については、「冷房・暖房（ルームエアコン）」（84.6%）が、「公共料金（ガス・
水道・電気など）」（83.2%）を超えて一番多い支持率を得ている。また、「家族専用の浴室
（お風呂・シャワー）」（81.0%）、「家族専用のトイレ」（78.3%）、「家族専用の炊事場」（78.3%）
は、どれも約 8 割の支持率を得ており、住居に備わる機能は家族単位で 「必要」という考え
が浸透していることがわかる。 
 ＜移動＞については、「バスや電車の料金（長距離を除く）」（54.7%）がかろうじて過半
数を超える支持率を得ているものの、「自家用車」（49.0%）、「自転車」（30.8%）は過半数を
下回った。しかし、「バスや電車の料金」と「自家用車」の差は 5%ほどであり、この差は居
住地域の交通事情などに影響されている可能性がある。 
 ＜保障＞については、すべての項目が 50%以上の支持率を得た。「必要な時に医者にかか
えること」（87.7%）を筆頭に、年金保険、生命保険、急な出費のための貯蓄などは、６割か
ら７割の一般市民が「必要である」と考えている。 
 ＜社会的活動＞については、最も高い支持率を得たのが「友人・家族・親戚に会うための
交通費」（52.1%）がかろうじて 50%を超えたものの、その他の活動については支持率は低
迷している。 
 ＜教養娯楽・自分のためのお金＞については、「家族のためでなく、自分のために使える
お金（週 1000 円以上）」（74.9%）は、比較的に高い支持率を得ており、たとえ週 1000 円と
はいえ、家族ではなく個人としての金銭的な「ゆとり」は必要であると考える人が７割を超
えている。しかしながら、そのほかの趣味や娯楽のための項目は、支持率は４割を超えるも
のはなく必需品とは捉えられていなかった。 
 
  ＜表２＞ 
 

3.2 回答者の属性別に見た支持率の差 
 次に、回答者の属性別に見た支持率の差に注目する。剥奪指標に用いられる項目の候補と
なるためには、社会における異なる属性の間にそれが必需品か否かの意見に大きな食い違
いがないかを確認する必要があるからである。属性については、先行研究に倣って性別（男
性、女性）、婚姻状況（既婚、未婚）、年齢層（20-39 歳、40-59 歳、60-79 歳）、学歴（中高
卒、高専・専門卒、大卒・院卒）、世帯年収（400 万未満、401～600 万、601～800 万、801
～1000 万、1000 万以上）の５つである。表３に結果を示す。青いセルは、支持率が 50%以
上の項目を示している。 
 まず、属性間の支持率の相関を見ると、性別（r=0.97）、婚姻状況（r=0.98）、年齢（20-39
歳 vs40-59 歳 r=0.98、20-39 歳 vs 60-79 歳 r=0.92、40-59 歳 vs 60-79 歳 r=0.97）、学歴
（中高卒 vs 高専卒 r=0.99、中高卒 vs 大卒 r=0.98、高専卒 vs 大卒 r=0.99）、世帯年収
（400 万未満 vs 601-800 万 r=0.98、400 万未満 vs 1000 万以上=0.99、601-800 万 vs 1000
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万以上 r=0.98）と、どの属性間においても高い相関が見られ、属性間の大きな支持率の差
は見られない。最も相関係数が低いのは年齢別の 20-39 歳層と 60-79 歳層であるが、それ
でも相関係数は 0.92 であった。 
 各項目が「社会的必需品」として適切かという意味においては、相関とともに、それぞれ
の属性内においても過半数の回答者がその項目を「必要である」と考えているかが重要であ
る。その観点で見ると、項目の上位の 37 項目（「冷蔵庫／冷凍庫」から「家の中で１人にな
れる場所」まで）は、どの属性においても過半数の支持を得ているが、38 番目（ 「コンピュ
ーター（パソコン）」）から 46 番目（ 「就職・仕事用のスーツ」）までは、一部の属性からは
過半数の支持を得られていない。 
 次に、属性間の支持率の差を見ると、性別については、女性の方が男性よりも高い支持率
となっていることが多い。最も大きな差があったのは、「ヘアドライヤー」（男性 50.2%、女
性 76.2%）である。また、「コンピューター（パソコン）」は、男性の方が支持率が高い。 
 婚姻状況については、既婚者の方が、未婚者よりも高い支持率を示す項目が圧倒的に多い。
未婚者の方が高い支持率なのは 10 項目のみであった。最も大きな差があったのは、「家族
全員が座れる食卓」であった。 
 年齢層別に、20-39 歳と 60-79 歳を比べると、20-39 歳の方が高い支持率のものと、その
逆のものが混在する。20-39 歳が 60-79 歳に比べて、大きな差で高い支持率を示したもの
は、「毎月の貯金」、「家賃の支払い」などである。60-79 歳が 20-39 歳に比べ、高い支持率
を示したのは、「年金保険料の支払い／年金受給」「自宅の電話」などであった。 
 学歴別に、「中高卒」と「大卒・大学院卒」を比べると、その差は他の属性間の差に比べ
比較的に小さい。傾向としては、「中高卒」の方が、「大卒・大学院卒」よりも高い支持率を
示している項目が多い。最も大きな差があったのは「複数の寝室（二人以上世帯の場合）」
であった。 
 世帯収入別に、400 万未満世帯と 1000 万以上世帯を比べると、「テレビ」を除くすべての
項目で 1000 万円以上世帯の方が高い支持率となっている。特に大きな差があったのは、 「就
職・仕事用のスーツ」であり、25.6 ポイントの差が見られる。 
 
4 考察  

本稿では、2023 年 2 月に 20 歳から 79 歳の一般市民に対して行った 「大人の必需品に関
する調査」を用いて、調査時点の日本における「社会的必需品」として支持を得られる項目
が何かを分析した。検討した 68 項目のうち、41 項目は一般市民の過半数の支持を得たもの
の、そのうち 4 項目は一部の属性から過半数の支持を得ていないため、「社会的必需品」と
は言えない。 

選択された項目について、機能分野別に見ると、＜情報とコミュニケーション＞について
は、インターネットを通じた情報通信は「社会的必需品」と捉えることができるであろう。
若干の差はあるとは言え、あらゆる年齢層、性別、世帯所得の属性からも支持を得ている。
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一方で、テレビからの情報提供は年齢層や婚姻状況、学歴などによる差が顕著であり、現在
においてはすべての属性の過半数の支持を得ているものの、将来は「社会的必需品」となら
なくなると考えられる。また、コミュニケーションについては、家族単位の電話から、個人
単位の携帯電話に「必需品」が変化している。 

＜身だしなみ＞については、普段着や、衛生といった観点からの物品については、概ね「社
会的必需品」として一般市民から捉えられている。一方、「就職・仕事用のスーツ」につい
ては、スーツが必要でない職種があるからか「必需品」とは思われていない。一方、「晴れ
着・礼服」は、どのような人にも使う機会があると考えられるが、それが必要となるのは結
婚式、葬式などの社会的活動に属するものであり、後に述べる他の＜社会的活動＞に関する
項目と同様に一般市民の支持率は高くない。 

＜栄養＞については、概ね、「社会的必需品」として捉えられている。ここにある項目だ
けでは、厚生労働省が定める「日本人の食事摂取基準（2020 年版）」が定める栄養摂取が可
能かどうかは判断できないものの、一般市民が栄養バランスを考えた、定期的な食事が必要
と考えていることがわかった。 

＜住宅＞については、国が定める「住生活基本計画（全国計画）」（国交省、2021）の中に
規定されている 「基本的機能」においては、居住室の構成等に以下のとおりに定められてい
る。 

 
(1) 居住室の構成等 
① 各居住室の構成及び規模は、個人のプライバシー、家庭の団らん、接客、余 
暇活動等に配慮して、適正な水準を確保する。ただし、都市部における共同住 
宅等において都市における利便性を考慮する場合は、個人のプライバシー、家 
庭の団らん等に配慮して、適正な水準を確保する。 
② 専用の台所その他の家事スペース、便所（原則として水洗便所）、洗面所及 
び浴室を確保する。ただし、適切な規模の共用の台所及び浴室を備えた場合は、 
各個室には専用のミニキッチン、水洗便所及び洗面所を確保すれば足りる。 
③ 世帯構成に対応した適正な規模の収納スペースを確保する。 
（国交省 2021: 24、下線は筆者） 

 
ここにある中で、③の収納スペースに関するものの以外は、本分析の中で「社会的必需品」
として挙がった項目と一致する。 
 ＜移動＞については、「バスや電車の料金（長距離を除く）」は過半数の支持を得ているが、
そのほかの手段（自家用車、自転車、オートバイまたはスクーター）については、過半数の
支持を得られていない。すなわち、移動すること自体については保障されるべき機能として
認識されているが、その交通手段は公共交通に頼ることのみとなっている。 
 ＜保障＞については、すべての項目がすべての属性から指示されており、将来や、もしも
の時のための保障が一般市民にとって重要であることが伺える。医療サービスの受診、市販
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薬へのアクセス、将来への備蓄、年金保険、生命保険が老若男女、どの所得層の人々にも必
要と認識されていることは、現代日本においてリスクがいかに大きな不安材料となっている
ことかを示唆していよう。 
 一方、＜社会的活動＞については、「友人・家族・親戚に会うための交通費」がかろうじ
て過半数を超えた支持率を得ているものの、その率は 52.1%であり、決して高いとは言えな
い。その他の社会的活動は、「親戚の冠婚葬祭（ご祝儀を含む）」といった習慣に基づくもの
であっても約 4 割の支持率しか得ておらず、「町内会・子供会・老人会・婦人会などへの参
加」については約 1 割となっている。また、上記２つや「職場の飲み会などへの参加費用」
については「しがらみ」であり、そもそも参加する意欲や欲求が低いといった側面も少なか
らずあると考えられるものの、個人の自由意志で参加すると考えられる「趣味やスポーツを
通じた交流の機会」についても、17.7%と低い支持率しか得られていないことは特記すべき
であろう。 
 ＜教養娯楽・自分のためのお金＞については、唯一、「家族のためでなく、自分にために
使えるお金（月 1000 円以上）」が 74.9%と高い支持率となっているものの、具体的なお金
の使いみち（本、音楽、旅行、外食、映画・演劇鑑賞など）についてはどれも低い支持率と
なっている。このことは、日本社会における教養娯楽の種類が多様化し、かつては主流であ
った「読書」や「映画鑑賞」といった活動が必ずしも主流でなくなってきていることも一因
であると推測される。例えば、近年流行であるＳＮＳへの投稿は、携帯電話があれば可能で
あり、また、本を購入しなくともデジタルのコンテンツをダウンロードすることも可能であ
る。そうだとすれば、ここでの結果は、人々が「教養娯楽・自分のためのお金」自体を必要
でないと考えているわけではなく、それを達成するための手段が本調査の項目リストとずれ
ていたという解釈ができる。 
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表１ ⼀般市⺠の必需品に関する意識：全体集計
（A）

必要である

（B）
あったほうがよ
いが、なくても

よい

（C）

必要ではない

（A）

必要である

（B）
あったほうがよ
いが、なくても

よい

（C）

必要ではない

1 冷蔵庫／冷凍庫 91.8 6.8 1.4 35 家財に対する⽕災保険 59.6 35.0 5.5

2 洗濯機 89.3 9.0 1.7 36 ⽣命保険等（死亡・障害・病気など） 56.9 35.1 8.0

3 必要な時に医者にかかれること 87.7 10.4 1.9 37 家の中で1⼈になれる場所 56.4 39.2 4.4

4 冷房・暖房（ルームエアコン） 84.6 13.8 1.6 38 コンピューター(パソコン） 55.4 37.7 6.9

5 １⽇２回以上の⾷事（⼤⼈の場合） 84.1 14.1 1.8 39 バスや電⾞の料⾦（⻑距離を除く） 54.7 37.5 7.9

6 必要な時に⻭医者にかかれること 83.6 14.8 1.6 40 理髪店・美容院にかかる費⽤（男性⽉１回、⼥性２カ⽉ 53.8 38.9 7.3

7 公共料⾦（ガス・⽔道・電気など）の⽀払い 83.2 12.1 4.7 41 友⼈・家族・親戚に会うための交通費 52.1 39.4 8.6

8 電⼦レンジ 83.0 14.6 2.4 42 複数の寝室（⼆⼈以上世帯の場合） 49.9 41.4 8.7

9 野菜（１⽇１回以上） 81.6 16.7 1.7 43 ⾃家⽤⾞ 49.0 35.8 15.1

10 家族専⽤の浴室（お⾵呂・シャワー） 81.0 15.2 3.7 44 ⾃宅の電話（固定電話・携帯電話） 48.1 31.0 21.0

11 ⾁・⿂・⾖腐などのたんぱく質(毎⽇） 81.0 17.5 1.5 45 温⽔洗浄便座 46.0 41.4 12.6

12 カーテンまたはブラインド 80.9 16.5 2.6 46 就職・仕事⽤のスーツ 44.6 41.5 13.9

13 家族⼈数分のベッドまたは布団 80.0 17.1 2.9 47 晴れ着・礼服 41.6 46.3 12.1

14 インターネット接続環境 79.7 17.7 2.6 48 親戚の冠婚葬祭への出席（ご祝儀等を含む） 41.3 44.8 13.9

15 掃除機 79.5 17.7 2.8 49 別々の部屋にある寝室と⾷卓 40.9 44.0 15.1

16 家族専⽤のトイレ 78.3 16.7 5.0 50 果物（１⽇１回以上） 39.7 53.1 7.2

17 家族専⽤の炊事場（キッチン） 78.3 17.9 3.8 51 本（中古本も含む） 38.1 47.9 14.0

18 急な出費のための貯蓄（50,000円以上） 77.6 20.0 2.4 52 ベランダまたは庭 36.5 50.9 12.6

19 ⽇光が⼊る部屋 77.3 20.4 2.3 53 DVD・ブルーレイ・ビデオなどの映像機器 35.5 46.1 18.5

20 炊飯器 75.9 19.0 5.1 54 １泊以上の国内家族旅⾏（１年に１回以上） 35.0 49.7 15.3

21 冬⽤のコート 75.4 22.4 2.2 55 ソファ・⻑椅⼦などリラックスできる椅⼦ 34.9 52.7 12.4

22 年⾦保険料の⽀払い／年⾦受給 75.0 19.6 5.4 56 家族・友⼈・知⼈などへのお⼟産やお祝い品（1年に1回以 34.4 49.5 16.1

23 家族のためでなく、⾃分のために使えるお⾦（週1,000円以上） 74.9 22.5 2.6 57 本・DVDなど教養娯楽に使えるお⾦（3,000円以上／⽉ 32.9 50.8 16.3

24 湯沸かし器（台所、洗⾯所） 74.7 20.3 5.0 58 ⾃転⾞ 30.8 49.6 19.6

25 ⾃宅⽤の普段着 74.6 23.0 2.4 59 外⾷（⽉に２、３回以上） 29.4 53.2 17.4

26 毎⽉の貯⾦ 67.9 28.7 3.5 60 お正⽉のお祝い（⾨松、おせち料理、等） 25.2 52.5 22.4

27 テレビ 66.2 24.9 8.9 61 趣味やスポーツを通じた交流の機会 25.0 54.3 20.8

28 家族の⼤⼈に1⼈1台の携帯電話 66.1 28.9 5.0 62 カメラ（デジタルカメラも含む） 22.8 53.7 23.6

29 ヘアドライヤー 63.4 28.3 8.2 63 映画・演劇・コンサート・美術館に⾏く費⽤（⽉に１回以上 22.6 54.5 22.9

30 新しい下着（１年に１回以上） 62.8 33.5 3.7 64 オーディオ機器（ステレオセット、CD/MDラジオカセットなど） 19.2 53.9 26.9

31 ⾵邪薬・鎮痛剤・塗り薬などの市販の薬 62.2 33.8 4.0 65 職場の飲み会などへの参加費⽤ 17.7 46.2 36.0

32 家族全員が座れる⾷卓 61.3 32.2 6.5 66 携帯⽤⾳楽プレーヤー(iPodなど） 14.1 49.1 36.7

33 家賃の⽀払い 61.2 19.8 19.0 67 町内会・⼦供会・⽼⼈会・婦⼈会などへの参加 11.4 47.9 40.7

34 ⽕災報知機 60.9 34.7 4.4 68 オートバイまたはスクーター 7.5 32.9 59.6
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表２ 機能別の必需品とその⽀持率

＜情報とコミュニケーション＞ ＜住宅＞ ＜保障＞
インターネット接続環境 79.7 冷房・暖房（ルームエアコン） 84.6 必要な時に医者にかかれること 87.7

テレビ 66.2 公共料⾦（ガス・⽔道・電気など）の⽀払い 83.2 必要な時に⻭医者にかかれること 83.6

家族の⼤⼈に1⼈1台の携帯電話 66.1 家族専⽤の浴室（お⾵呂・シャワー） 81.0 急な出費のための貯蓄（50,000円以上） 77.6

コンピューター(パソコン） 55.4 カーテンまたはブラインド 80.9 年⾦保険料の⽀払い／年⾦受給 75.0

⾃宅の電話（固定電話・携帯電話） 48.1 家族⼈数分のベッドまたは布団 80.0 毎⽉の貯⾦ 67.9

掃除機 79.5 ⾵邪薬・鎮痛剤・塗り薬などの市販の薬 62.2

＜⾝だしなみ＞ 家族専⽤のトイレ 78.3 ⽣命保険等（死亡・障害・病気など） 56.9

洗濯機 89.3 家族専⽤の炊事場（キッチン） 78.3

冬⽤のコート 75.4 ⽇光が⼊る部屋 77.3 ＜社会的活動＞
⾃宅⽤の普段着 74.6 湯沸かし器（台所、洗⾯所） 74.7 友⼈・家族・親戚に会うための交通費 52.1

ヘアドライヤー 63.4 家族全員が座れる⾷卓 61.3 親戚の冠婚葬祭への出席（ご祝儀等を含む） 41.3

新しい下着（１年に１回以上） 62.8 家賃の⽀払い 61.2 家族・友⼈・知⼈などへのお⼟産やお祝い品（1年に 34.4

理髪店・美容院にかかる費⽤（男性⽉１回、⼥性2カ⽉ 53.8 ⽕災報知機 60.9 趣味やスポーツを通じた交流の機会 25.0

就職・仕事⽤のスーツ 44.6 家財に対する⽕災保険 59.6 職場の飲み会などへの参加費⽤ 17.7

晴れ着・礼服 41.6 家の中で1⼈になれる場所 56.4 町内会・⼦供会・⽼⼈会・婦⼈会などへの参加 11.4

複数の寝室（⼆⼈以上世帯の場合） 49.9

＜栄養＞ 別々の部屋にある寝室と⾷卓 40.9 ＜教養娯楽・⾃分のためのお⾦＞
冷蔵庫／冷凍庫 91.8 ベランダまたは庭 36.5 家族のためでなく、⾃分のために使えるお⾦（週1 74.9

１⽇２回以上の⾷事（⼤⼈の場合） 84.1 ソファ・⻑椅⼦などリラックスできる椅⼦ 34.9 本（中古本も含む） 38.1

電⼦レンジ 83.0 温⽔洗浄便座 46.0 DVD・ブルーレイ・ビデオなどの映像機器 35.5

野菜（１⽇１回以上） 81.6 ＜移動＞ １泊以上の国内家族旅⾏（１年に１回以上） 35.0

⾁・⿂・⾖腐などのたんぱく質(毎⽇） 81.0 バスや電⾞の料⾦（⻑距離を除く） 54.7 本・DVDなど教養娯楽に使えるお⾦（3,000円以 32.9

炊飯器 75.9 ⾃家⽤⾞ 49.0 外⾷（⽉に２、３回以上） 29.4

果物（１⽇１回以上） 39.7 ⾃転⾞ 30.8 お正⽉のお祝い（⾨松、おせち料理、等） 25.2

オートバイまたはスクーター 7.5 カメラ（デジタルカメラも含む） 22.8

映画・演劇・コンサート・美術館に⾏く費⽤（⽉に１ 22.6

オーディオ機器（ステレオセット、CD/MDラジオカセッ 19.2

携帯⽤⾳楽プレーヤー(iPodなど） 14.1
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表３ 属性別の「必要である」と回答した割合 （1ページ⽬）

全体 男性
(n=
943)

⼥性
(n=
980)

有
意
差 差

既婚
(n=
1217)

未婚
(n=
706)

有
意
差 差

20-39歳
(n=
531)

40-59歳
(n=
722)

60-79歳
(n=
670)

有
意
差 差

中⾼卒
(n=
595)

⾼専・専⾨
(n=
424)

⼤卒・院卒
(n=
850)

有
意
差 差

〜400万
(n=
781)

401〜600
万
(n=
437)

601〜800
万
(n=
315)

801〜1000
万
(n=
192)

1000万〜
(n=
198)

有
意
差 差

冷蔵庫／冷凍庫 91.8 88.8 94.8 *** 6.0 94.3 87.5 *** -6.8 88.0 92.1 94.6 *** 6.7 92.1 95.5 90.4 ** -1.8 90.4 93.4 92.7 90.1 94.4 * 4.0
洗濯機 89.3 85.7 92.9 *** 7.2 92.4 84.1 *** -8.2 85.7 90.7 90.8 *** 5.1 89.2 92.2 88.1 -1.1 88.5 88.8 90.5 89.6 91.9 3.4
必要な時に医者にかかれること 87.7 82.7 92.5 *** 9.7 90.1 83.6 *** -6.5 80.2 88.5 92.7 *** 12.5 88.2 92.0 86.0 ** -2.2 88.0 84.4 89.5 87.5 90.9 ** 3.0
冷房・暖房（ルームエアコン） 84.6 81.3 87.8 *** 6.4 86.4 81.4 ** -5.0 83.4 85.3 84.8 1.3 85.6 87.3 83.1 -2.5 82.5 83.1 86.4 88.0 90.4 ** 7.9
１⽇２回以上の⾷事（⼤⼈の場合） 84.1 78.5 89.5 *** 11.0 87.0 79.0 *** -8.0 79.1 84.1 88.1 *** 9.0 84.7 88.2 82.4 -2.4 83.2 82.2 84.8 85.9 88.9 5.7
必要な時に⻭医者にかかれること 83.6 76.1 90.8 *** 14.7 85.7 80.0 *** -5.7 78.2 84.1 87.5 *** 9.3 84.5 88.7 81.5 ** -3.0 83.6 80.6 84.1 83.9 89.4 ** 5.8
公共料⾦（ガス・⽔道・電気など）の⽀払い 83.2 80.4 85.9 *** 5.5 85.4 79.5 *** -5.9 77.0 81.7 89.7 *** 12.7 81.7 84.9 84.4 2.7 81.8 81.2 84.1 87.0 87.9 6.1
電⼦レンジ 83.0 78.3 87.6 *** 9.3 84.6 80.2 ** -4.5 80.8 85.0 82.5 1.8 82.5 88.0 81.2 ** -1.3 81.7 84.2 82.2 80.7 88.9 7.2
野菜（１⽇１回以上） 81.6 74.9 88.1 *** 13.2 85.7 74.5 *** -11.2 75.7 82.4 85.4 *** 9.7 80.7 86.1 80.8 0.1 80.7 79.4 85.1 82.8 83.3 2.7
家族専⽤の浴室（お⾵呂・シャワー） 81.0 77.6 84.3 *** 6.7 84.1 75.6 *** -8.5 76.7 82.1 83.3 ** 6.6 81.2 85.1 79.8 * -1.4 80.5 79.6 81.3 81.3 85.4 4.8
⾁・⿂・⾖腐などのたんぱく質(毎⽇） 81.0 73.5 88.2 *** 14.7 84.3 75.2 *** -9.1 76.5 82.6 82.8 ** 6.4 80.7 87.0 78.8 *** -1.9 82.2 77.1 82.5 79.2 83.8 ** 1.6
カーテンまたはブラインド 80.9 75.0 86.6 *** 11.7 82.7 77.9 ** -4.8 79.1 83.5 79.6 ** 0.5 80.5 85.1 79.7 ** -0.8 79.6 80.8 81.9 81.3 84.3 4.7
家族⼈数分のベッドまたは布団 80.0 75.8 84.0 *** 8.2 82.6 75.5 *** -7.1 74.4 82.0 82.2 *** 7.8 80.0 83.0 78.7 -1.3 79.4 78.5 79.7 81.3 84.9 5.5
インターネット接続環境 79.7 77.7 81.6 * 3.9 81.4 76.8 ** -4.7 82.5 81.4 75.7 -6.8 77.1 82.8 79.8 2.6 78.0 76.9 81.9 80.7 88.4 ** 10.4
掃除機 79.5 77.7 81.1 3.4 83.2 73.1 *** -10.1 75.7 80.2 81.6 5.9 81.7 82.3 76.9 * -4.7 77.3 80.8 77.5 80.2 87.4 10.0
家族専⽤のトイレ 78.3 74.0 82.5 *** 8.4 80.9 73.9 *** -6.9 73.5 78.7 81.8 *** 8.3 80.7 78.8 77.4 -3.3 78.0 77.8 77.1 76.6 84.3 6.4
家族専⽤の炊事場（キッチン） 78.3 73.0 83.4 *** 10.4 82.4 71.1 *** -11.3 71.9 79.1 82.4 *** 10.5 79.3 83.7 76.1 ** -3.2 76.4 77.1 80.0 80.7 82.8 6.4
急な出費のための貯蓄（50,000円以上） 77.6 73.5 81.5 *** 8.0 79.5 74.4 *** -5.1 74.8 77.4 80.0 *** 5.2 76.5 80.7 77.2 0.7 75.3 76.2 79.1 79.2 85.9 *** 10.6
⽇光が⼊る部屋 77.3 70.1 84.2 *** 14.1 80.4 72.0 *** -8.4 71.8 80.9 77.8 *** 6.0 79.2 82.1 74.2 ** -4.9 76.8 78.5 75.6 77.1 79.3 2.5
炊飯器 75.9 74.9 76.9 2.1 80.6 67.9 *** -12.8 72.9 74.8 79.6 * 6.7 79.3 82.1 71.3 *** -8.0 74.5 78.0 76.5 72.4 79.3 4.8
冬⽤のコート 75.4 66.1 84.4 *** 18.3 76.6 73.4 * -3.2 74.0 76.9 74.9 0.9 72.4 78.8 76.0 3.6 73.9 72.5 76.5 81.3 80.3 6.4
年⾦保険料の⽀払い／年⾦受給 75.0 71.2 78.8 *** 7.6 77.2 71.3 *** -6.0 63.5 74.7 84.6 *** 21.2 75.8 77.4 74.4 -1.5 77.1 75.1 68.3 71.9 80.8 *** 3.7
家族のためでなく、⾃分のために使えるお⾦（週1,000円
以上） 74.9 71.3 78.5 *** 7.2 79.9 74.9 *** -5.0 74.2 74.9 75.5 1.3 74.8 79.7 73.1 * -1.7 73.2 74.6 76.5 75.0 79.8 ** 6.6
湯沸かし器（台所、洗⾯所） 74.7 70.4 78.8 *** 8.4 78.4 68.3 *** -10.1 69.5 79.0 74.2 *** 4.7 75.8 79.3 72.1 ** -3.7 72.7 75.1 76.2 76.6 77.3 4.5
⾃宅⽤の普段着 74.6 69.8 79.2 *** 9.4 76.3 71.5 *** -4.8 68.7 75.8 77.9 *** 9.2 72.9 77.6 74.9 2.0 73.4 72.1 77.1 75.5 79.8 6.4
毎⽉の貯⾦ 67.9 64.1 71.5 *** 7.5 66.8 69.7 * 2.9 77.2 74.4 53.4 *** -23.8 63.7 71.9 68.9 ** 5.2 62.1 69.1 72.1 71.9 77.3 *** 15.2
テレビ 66.2 61.4 70.8 *** 9.4 71.4 57.2 *** -14.2 54.6 65.1 76.6 *** 22.0 72.9 71.0 60.9 *** -12.0 67.4 63.8 65.7 69.3 64.7 *** -2.7 
家族の⼤⼈に1⼈1台の携帯電話 66.1 63.2 68.9 ** 5.7 67.1 64.3 -2.8 75.7 68.1 56.3 *** -19.4 65.0 68.9 64.8 -0.2 61.3 64.3 72.4 70.3 74.8 *** 13.4
ヘアドライヤー 63.4 50.2 76.2 *** 26.1 65.4 60.1 *** -5.3 70.2 64.5 56.9 *** -13.4 63.2 72.2 59.3 *** -3.9 60.3 62.0 66.0 69.8 68.7 *** 8.4
新しい下着（１年に１回以上） 62.8 60.6 64.9 *** 4.4 64.3 60.1 *** -4.3 57.3 64.7 65.1 *** 7.8 61.9 66.5 61.8 * -0.1 60.4 58.8 62.9 72.4 71.2 *** 10.8
⾵邪薬・鎮痛剤・塗り薬などの市販の薬 62.2 56.3 67.9 *** 11.6 63.8 59.5 *** -4.3 64.0 68.1 54.3 *** -9.7 60.8 66.8 60.9 0.1 58.8 58.4 64.8 68.8 73.7 *** 15.0
家族全員が座れる⾷卓 61.3 57.2 65.3 *** 8.2 66.8 51.8 *** -15.0 62.7 59.1 62.5 -0.2 60.2 66.3 60.5 0.3 57.0 60.6 67.6 63.5 67.7 *** 10.7
家賃の⽀払い 61.2 57.6 64.7 *** 7.1 59.0 65.0 *** 6.0 73.3 61.4 52.2 *** -21.1 56.6 63.7 62.8 6.2 60.6 60.9 62.2 62.0 62.1 1.6
⽕災報知機 60.9 54.4 67.1 *** 12.7 62.8 57.7 ** -5.1 62.0 59.8 61.2 -0.8 61.7 64.6 59.2 -2.5 61.1 57.4 62.9 60.4 65.2 4.1
家財に対する⽕災保険 59.6 55.4 63.7 *** 8.3 62.8 54.1 *** -8.7 57.6 62.5 58.1 0.4 60.0 64.2 57.8 -2.2 58.3 60.2 61.0 60.9 60.1 1.8
⽣命保険等（死亡・障害・病気など） 56.9 54.5 59.3 *** 4.8 60.2 51.3 *** -9.0 53.3 59.7 56.9 3.6 58.8 60.6 54.1 ** -4.7 55.2 57.0 57.1 54.7 65.7 10.5
家の中で1⼈になれる場所 56.4 50.4 62.2 *** 11.9 51.7 64.6 *** 12.9 58.6 58.6 52.4 *** -6.2 57.0 61.1 53.2 * -3.8 58.4 55.2 54.0 52.1 59.6 1.2
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表３ 属性別の「必要である」と回答した割合 （２ページ⽬）

全体 男性
(n=
943)

⼥性
(n=
980)

有
意
差

既婚
(n=
1217)

未婚
(n=
706)

有
意
差

20-39歳
(n=
531)

40-59歳
(n=
722)

60-79歳
(n=
670)

有
意
差 ####

中⾼卒
(n=
595)

⾼専・専⾨
(n=
424)

⼤卒・院卒
(n=
850)

有
意
差

〜400万
(n=
781)

401〜600
万
(n=
437)

601〜800
万
(n=
315)

801〜1000
万
(n=
192)

1000万〜
(n=
198)

有
意
差

コンピューター(パソコン） 55.4 61.7 49.3 *** -12.4 56.0 54.4 -1.6 50.3 55.5 59.3 ** 9.0 50.9 51.2 60.4 *** 9.4 54.3 54.9 51.8 55.7 66.2 ** 11.9
バスや電⾞の料⾦（⻑距離を除く） 54.7 52.1 57.1 ** 5.1 53.7 56.4 2.7 54.2 53.2 56.6 *** 2.3 51.9 51.9 58.2 *** 6.3 53.3 51.7 53.7 54.7 68.2 *** 14.9
理髪店・美容院にかかる費⽤（男性⽉１回、⼥性２カ
⽉に１回程度以上） 53.8 47.1 60.3 *** 13.2 55.9 50.3 ** -5.6 53.1 54.4 53.7 0.6 52.4 59.4 52.7 * 0.3 50.6 50.1 56.8 58.3 65.7 *** 15.1
友⼈・家族・親戚に会うための交通費 52.1 46.3 57.6 *** 11.2 53.0 50.4 -2.6 57.4 48.6 51.5 ** -6.0 49.2 53.8 52.9 3.7 50.8 48.3 54.3 51.6 62.1 * 11.3
複数の寝室（⼆⼈以上世帯の場合） 49.9 43.1 56.4 *** 13.4 52.7 45.0 *** -7.6 47.8 49.0 52.4 4.6 52.9 54.7 46.2 ** -6.7 49.0 48.3 51.1 50.5 54.0 5.0
⾃家⽤⾞ 49.0 49.5 48.6 -1.0 54.5 39.7 *** -14.8 49.3 51.5 46.1 -3.2 56.8 52.4 42.9 *** -13.9 43.5 50.6 54.0 52.1 56.6 *** 13.0
⾃宅の電話（固定電話・携帯電話） 48.1 45.3 50.7 *** 5.4 49.6 45.3 * -4.3 39.6 45.7 57.3 *** 17.8 51.1 48.1 46.6 -4.5 49.6 46.7 45.1 44.3 53.5 4.0
温⽔洗浄便座 46.0 47.1 44.9 -2.2 51.5 36.4 *** -15.1 41.4 42.5 53.3 *** 11.9 48.6 46.2 44.4 -4.2 43.0 45.8 45.4 51.6 53.5 * 10.5
就職・仕事⽤のスーツ 44.6 45.2 44.1 -1.1 44.7 44.5 -0.2 51.8 46.7 36.7 *** -15.1 37.8 46.9 47.1 *** 9.2 39.6 39.1 46.0 54.2 65.2 *** 25.6
晴れ着・礼服 41.6 38.8 44.3 *** 5.5 42.8 39.5 ** -3.3 47.7 40.6 37.9 ** -9.7 39.7 45.5 40.0 0.3 38.9 41.4 42.5 43.2 49.5 10.6
親戚の冠婚葬祭への出席（ご祝儀等を含む） 41.3 39.1 43.4 4.2 44.9 35.1 *** -9.7 42.2 37.1 45.1 ** 2.9 42.0 43.9 39.4 -2.6 40.9 37.3 45.1 41.7 45.5 4.6
別々の部屋にある寝室と⾷卓 40.9 34.3 47.4 *** 13.1 42.2 38.7 -3.6 47.5 40.2 36.6 *** -10.9 40.0 45.1 39.8 -0.2 36.9 40.7 46.0 43.2 47.0 ** 10.1
果物（１⽇１回以上） 39.7 36.9 42.4 *** 5.5 42.5 34.8 *** -7.6 37.5 35.9 45.5 *** 8.0 38.7 40.3 40.5 1.8 41.4 34.1 40.0 41.7 42.9 1.6
本（中古本も含む） 38.1 40.7 35.5 * -5.2 38.9 36.7 * -2.2 36.5 37.8 39.6 3.0 32.3 36.6 43.1 *** 10.8 36.9 37.1 34.9 44.8 43.4 *** 6.6
ベランダまたは庭 36.5 33.3 39.5 *** 6.2 39.6 31.0 *** -8.6 33.9 38.9 35.8 1.9 38.2 39.2 34.4 -3.8 35.1 34.1 39.7 38.5 39.9 4.8
DVD・ブルーレイ・ビデオなどの映像機器 35.5 32.9 38.0 * 5.1 37.4 32.2 *** -5.2 35.4 37.5 33.3 -2.1 37.0 39.4 32.6 *** -4.4 33.3 36.8 34.3 40.6 37.9 4.6
１泊以上の国内家族旅⾏（１年に１回以上） 35.0 32.6 37.4 *** 4.8 37.7 30.3 *** -7.4 41.6 35.6 29.1 *** -12.5 32.9 35.4 36.0 ** 3.1 29.1 34.6 39.7 44.8 42.4 *** 13.4
ソファ・⻑椅⼦などリラックスできる椅⼦ 34.9 32.6 37.1 4.6 35.8 33.3 *** -2.5 43.1 31.2 32.4 *** -10.7 33.3 38.9 34.0 0.7 32.0 33.9 32.7 40.6 46.5 *** 14.5
家族・友⼈・知⼈などへのお⼟産やお祝い品（1年に1回
以上） 34.4 28.3 40.2 *** 11.9 35.7 32.2 * -3.5 38.6 33.1 32.4 ** -6.2 32.4 39.6 32.8 ** 0.4 31.4 29.1 37.1 40.6 47.5 *** 16.1
本・DVDなど教養娯楽に使えるお⾦（3,000円以上／
⽉） 32.9 31.9 33.9 2.0 31.4 35.6 4.2 36.7 33.1 29.7 -7.0 29.9 31.4 35.3 * 5.4 29.2 33.6 33.3 33.9 44.4 *** 15.3
⾃転⾞ 30.8 32.3 29.4 *** -3.0 31.9 29.0 -2.8 34.7 30.1 28.7 ** -6.0 29.2 31.4 31.7 2.4 31.5 30.7 28.3 30.2 33.3 1.8
外⾷（⽉に２、３回以上） 29.4 28.1 30.6 2.5 29.8 28.6 -1.2 35.8 32.0 21.5 *** -14.3 26.1 32.6 30.1 4.1 24.5 28.6 31.8 39.6 36.9 *** 12.4
お正⽉のお祝い（⾨松、おせち料理、等） 25.2 22.7 27.6 *** 4.9 27.5 21.1 *** -6.4 26.7 21.8 27.6 ** 0.9 24.5 25.9 24.7 0.2 25.4 19.9 28.6 28.7 27.3 ** 1.9
趣味やスポーツを通じた交流の機会 25.0 28.1 21.9 *** -6.2 25.1 24.7 -0.5 27.3 23.3 24.9 -2.4 22.9 24.1 26.1 3.3 21.3 22.2 28.6 30.7 34.3 *** 13.1
カメラ（デジタルカメラも含む） 22.8 22.8 22.8 -0.0 25.2 18.6 *** -6.7 25.1 21.9 21.9 ** -3.1 19.8 24.3 24.1 * 4.3 22.0 21.7 21.6 24.0 28.8 6.8
映画・演劇・コンサート・美術館に⾏く費⽤（⽉に１回以
上） 22.6 19.2 25.8 *** 6.6 20.4 26.4 *** 6.0 30.1 21.8 17.5 *** -12.7 17.8 24.3 24.4 ** 6.5 20.9 24.3 22.5 22.9 25.3 4.4
オーディオ機器（ステレオセット、CD/MDラジオカセットな
ど） 19.2 20.7 17.8 -2.9 19.1 19.4 *** 0.4 21.3 18.4 18.4 *** -2.9 18.3 19.3 19.5 1.2 18.2 18.1 17.5 22.9 24.8 ** 6.6
職場の飲み会などへの参加費⽤ 17.7 22.4 13.3 *** -9.1 16.4 20.0 ** 3.5 24.5 18.4 11.6 *** -12.8 15.6 16.5 18.7 3.1 15.2 13.0 19.4 25.5 27.8 *** 12.5
携帯⽤⾳楽プレーヤー(iPodなど） 14.1 14.5 13.8 -0.8 12.1 17.7 *** 5.6 24.1 12.7 7.8 *** -16.4 10.6 16.0 15.1 ** 4.5 13.8 12.4 11.8 21.4 16.2 ** 2.3
町内会・⼦供会・⽼⼈会・婦⼈会などへの参加 11.4 11.9 10.9 -1.0 12.8 8.9 *** -3.9 11.1 9.0 14.2 *** 3.1 11.8 9.2 11.8 0.0 10.1 11.4 12.4 14.1 12.1 2.0
オートバイまたはスクーター 7.5 10.6 4.6 *** -6.0 7.2 8.2 1.1 11.9 6.8 4.9 *** -6.9 8.2 6.8 7.4 -0.8 6.5 8.0 7.6 8.9 9.1 2.6
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